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伊勢湾台風５０年シンポジウム基調講演 

「いいまちづくりが防災の基本、しのぎの防災システムの提唱」 

大阪人間科学大学 教授 片寄俊秀さん 

                                               

 

司会者：「いいまちづくりが防災の基本、しの

ぎの防災システムの提唱」と題しまして、

大阪人間科学大学教授の片寄俊秀様より

ご講演いただきます。ご経歴は正面右側の

スクリーンに投影しておりますので、ご紹

介は省略させていただきますが、水辺と下

町をこよなく愛するまちづくりプランナ

ーとしてご活躍でございます。片寄先生、

よろしくお願いいたします。 

片寄教授：みなさん、こんにちは。じつは私

は災害が大嫌いでございます。もっとも、

好きな人は少ないと思うのですが、その大

嫌いな災害について研究しております。た

だ、災害は悪いことばかりではないのです。

それはどういうことかと言いますと、人間

の文化・文明を振り返ってみますと、災害

との戦い、あるいは災害をどう克服するか

という、そこで知恵を絞って、人間の文

化・文明が発展してきたという面が否めな

いからであります。 

  災害は嫌な、困ったものではありますが、

それを「災い転じて福となす」というよう

に知恵を育む場でもあると前向きに捉え

てみる必要がある。今日は、そういう考え

方に立って「いいまちづくりが防災の基

本」というお話をいたします。どういうこ

とかと言いますと、まちづくりとして防災

の問題を考えようということです。 

  守るに値するいいまちかどうかというの

が、いざ災害という時に、人々が結束して

事に当たれるかどうかの分かれ道だと考

えています。いいまちをつくる、いい人間

関係をつくる。住みよいまち、住みよい暮

らし、これが防災の基本だ、と考えていま

す。防災まちづくりと言いますと、すぐコ

ンクリートで固めるとか、ダムをつくると

いう話が先行する場合が多いのですが、そ

うではなくて、いいまちをつくるという事

こそが大事だというお話にしたいと思い

ます。 

【１ 最近の特徴的な水災事例から】 

まず、最近の特徴的な水災事例、水系の

災害、地震もありますし火事もありますし

いろんな災害がありますが、水系の災害で

皆さんの記憶に新しい３つの事例をご紹

介して、そこから教訓を得たいと思います。 

山口県防府市の老人ホームが土石流の

犠牲になった。そこで 8 名の方がお亡くな

りになりました。兵庫県佐用町、佐用川こ

れは千種川の支流ですが、そこの水害はつ

い最近 8 月 9 日にございました。それから

1 年前ですが、神戸市の都賀川。ここでは

川で遊んでいた子供たちが突然増水した

川で流された。非常に特徴的な水害、水災

なので、その教訓を整理してご紹介したい

と思います。 

◇山口県防府市の老人ホーム災害 2009

年 7 月 21 日  

（教訓）①設置段階で、立地場所の危険性

に気づかねばならなかった。地形を読む力

を一人一人が持たねばならぬ時代。②元の

地形を尊重すべきこと。③同時に、よく観

察して、環境が変わったことを知らねばな

らぬ。④高齢者の居場所は、できるだけ「ま

ちのなか」につくりたい。 

まずは、2009 年 7 月 21 日の防府市の災

害でございます。ここは養護老人ホームで、

ピカピカの美しい建物であります。ここが

土石流の犠牲になりました。なぜ犠牲にな

ったか。これはちょうどこの老人ホームに

向かって山の上から川が真っ直ぐにきて

おりまして、そのまま老人ホームに突っ込

んだのです。この川は曲がっておりました

が、川が勝手に真っ直ぐにいってしまった。

なぜかと言いますと、この老人ホームをつ

くる時に、川側のほうを少し削っているの

です。低くして水が来やすいような状況を

つくってしまった。これはある意味では技

術的な失敗であります。この川が土石流の

起こりそうな危険な川であるということ
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は、老人ホームを造られた方も認識してお

られて、「早く砂防ダムをつくってくれ」

というふうに県に対して要請しておられ

た。それが遅れたという事でありますが、

しかし砂防ダムもそれほど効くものでは

ないのです。土石流というのは山の上から

走り出すのです。始めはちょろちょろっと

来るのですが、周りの土や石を巻き込みま

して、急斜面を走ってきます。この速さは

100ｍを 5 秒ぐらいですから秒速 20ｍ。あ

の世界新記録を出したボルト選手も逃げ

ることが出来ないのです。ものすごい勢い

で落ちてきます。土石流というのは、大き

な石を先頭にその前をじゅるじゅるとし

た鼻水のようなものが先に走ります。その

上を巨大な石を先頭に竜が頭をもたげる

ようにして落ちてきます。長野県のほうで

は、これを「蛇抜け」、蛇が上から落ちて

きた、そういう表現をしますが、それがま

ともに来た。この老人ホームが建っている

ところは、落ちてからちょっと平地があっ

て建物がありますから、この大きな土石は

この建物までは来ていません。ホームの中

は土砂で埋まった。砂と水が入ってきて、

１階でくつろいでおられたお年寄りが犠

牲になられた。だから建物はびくともして

いない。 

この経過を見ますと、どこに誤りがあっ

たのかということが見えてきます。私なり

に分析したのは、まず教訓としては、設置

段階で立地場所の危険性に気が付かなく

てはならなかった。土石流の危険のある河

川の前であるということを知っていたの

か、知らなかったのか。実はここは地価が

安かった。安い場所にこういう建物が立地

していることに大きな問題がある。と同時

に地形を読む力を一人ひとりが持たなく

てはならない時代だ。人々自身が、市民自

身がいろんな力を持たねばならない時代

だということを改めて気づかされた事件

であったと思います。 

それから、元の地形を尊重しなくてはな

らない。もともとこの川は真っ直ぐにいっ

ていた可能性があるのです。無理やり曲げ

ていたのかもしれません。自然は元に戻ろ

うとする。つまりよく観察して環境が変わ

ったことを知らなくてはなりません。以前

と比べると周りの環境が色々変わってし

まっているのです。この山は実は造林では

なく、雑木林であったから比較的強いと言

われていますけど、雑木林でも安心できま

せん。昔は雑木林も炭の材を伐るために、

しょっちゅう人が入っていましたから太

陽の光が入って地面に下草がよくできま

したけど、今は炭焼きがなくなって樹木が

大きくなりすぎたために、いわゆる二次林

というのですが、自然系の山でも地盤面が

裸地になっていて保水力が無くて、危険な

のです。 

それから高齢者の居場所をここに持っ

てきた、このこと自体が日本の福祉行政の

貧しさというのでしょうか、こういうとこ

ろに造るのではなく、もっとまちなかに造

るべきではないのかということを改めて

感じるわけであります。 

◇兵庫県佐用町水害 2009 年 8 月 9 日 

（教訓）①流域の山の保水力が低下し、地

域の危険度が高まっていた。そこへ「想定

を超える」降雨。②役場や病院まで、水に

浸かった。しかも、町村合併で、職員が地

域の実情をよく知らぬという問題があっ

た。③避難場所の設定に問題があった。 

続きまして、この 8 月 9 日に起こりまし

た兵庫県佐用町の水害、これは久々に起こ

りました水系の水害、水でやられた水害で

ございます。ここでは、一昨年の台風で山

に放ったらかしにしていた倒木が流れて

きました。山中に放ってあった木が流れて

きますと、最初は流れに沿って進むのです

が、なぜか橋のあたりにくると真直ぐに立

つのです。これは河川災害の 1 つの特徴で

ありますが、なぜか真直ぐに立って橋げた

に引っかかって、そこがダムになり、ダム

アップした洪水が周辺に氾濫して災害を

起こすのです。これが不思議で私も以前か

ら被災現場でしばしば目撃しております。

何故か木が立つのです。つまり橋は常に危

険なものであるという認識が必要だろう

と思います。 

下流部ではまちの中に土石が入って、ひ

どいことになりました。商店街ではこの災

害をまったく予想しておられなかったそ
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うです。想定を超える水量の雨が来たわけ

でありますけれども、こういうときに頼り

にしたい役場がやられております。つい数

年前に合併したところです。4 つの町が合

併して佐用町になりました。その役場が水

害でやられて機能していないのですから

話になりません。地域の行政当局が、自然

を甘く見ていた可能性を否定できないと

思います。 

もう 1 つの問題が合併問題と災害の関係

です。皆様のなかにもいろいろ経験された

方がおられるかと思うのですが、災害の時

には合併が裏目に出るのです。これは非常

に大きい問題だと考えています。市町村合

併が行われますと、もとの町役場が支所に

格下げされて、そこの支所長にまったく違

う町に育った人が赴任して来ます。以前だ

ったら、その町の出身の方が町長になられ

る。そして町のことはだいたいよくわかっ

ておられた。どのあたりがどう危ないかを

知っておられたのですが、町のことを全く

知らないような支所長のもとに、おなじく

町を知らない支所の職員が災害のときに

詰めているという問題が起こるわけです。 

また、技術的な問題でありますが、災害

対策として堤防を築くときに、担当の技術

者が、その川の｢川相」（川の個性）を的確

に読んでいないのではないかと思いまし

た。 

大きくカーブを描いている佐用川のこ

の場所では、川には直進してきた勢いがあ

りますから、曲がり角では洪水が正面の堤

防に激突する、つまりその部分の堤防は常

に危険にさらされています。こういう所は

技術的に言うと、コンクリートできちっと

固めて水をがっしりと受け止めなければ

ならない。しかし、数年前にその部分が一

度流れたあとの補修工事では、堤防の削ら

れた部分に土を積み増ししただけであっ

たので、その箇所がまた今回やられていま

す。これは当時の技術的な措置に問題があ

ったのではないかと思いました。 

もう１つ佐用町の水害で、痛ましい事件

がありました。町営住宅にお住まいの方が、

避難命令が出たので、避難するために町営

住宅から親子やら全部で 10 人ぐらいがロ

ープで互いにつないで、避難したそうです。

道の途中に川がありまして、この川を越え

るのが大変だったのですが何とか越えた

のでしたが、なんと川を越えた先にもう一

本農業用水があったのです。それに誰も気

が付かなくて、足をすくわれてここで流さ

れてしまったのです。あたり一面が泥水で

地面が見えないものですから、どこに何が

あるのか分からない。人々が流された場所

から、もうちょっと行ったところが避難場

所です。避難場所は学校なのですが、明ら

かに避難場所の設定がおかしい。避難を指

示した時間の遅れが問題になっているよ

うですが、私は川を越えて避難すること自

体にまず無理があったと考えます。このケ

ースの場合は、避難しないで家にじっとし

ていれば、無事だったわけです。 

 この佐用町水害の教訓を整理しますと、

流域の山の保水力が低下しておる。地域の

危険度が高まっていたように思われます。

想定を超える豪雨だと言われていますが、

私が 1982 年に長崎で経験した大雨は１時

間に 187 ㎜、18 ㎝ 7 ㎜の高さの量の雨が１

時間に降ったわけです。これは日本記録で
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す。その前の日本記録は徳島で起こりまし

た時間雨量 162 ㎜。187 ㎜はまだ破られて

いません。日本ではそれぐらいの雨が降る

のです。長崎、徳島といっても決して遠い

国ではなくて、この辺りで降ってもおかし

くはない。降雨の水量の想定は慎重にしな

ければならないのです。 

以上申し上げたように、役所や病院まで

も水に浸かった、しかも町村合併で職員が

地域の実情をよく知らないという問題が

あった。あと、避難場所の設定に問題があ

った。先程も言いましたように、川を渡っ

て避難するというのは非常に危険です。避

難場所については、それぞれの人がいざと

いうとき自分がどこに避難するのか、自力

で何度も確認する必要があります。この避

難場所はどうも危ない、ここに自分は避難

したくないと感じたら、役所の人に話をし

て避難場所を変える必要がある。避難場所

は必ずしも公共の場所でなくていいと思

います。皆さんご自身が、自分の避難場所

はここだと決める、それだけの努力と力量

がそれぞれの人に必要な時代であるとい

うのを、この災害の教訓にしたいと思いま

す。 

◇神戸市都賀川増水 2008 年 7 月 23 日 

（教訓）①川には個性がある。（みんな違

って、みんないい）②楽しい、しかし、と

きには恐ろしいことも知らねばならぬ。③

そのことを、一緒に遊んで教えるのが、大

人の仕事！④河川管理には「想像力」と「創

造力」（さりげない保安）が必要。 

 ３番目の事例は、神戸で昨年７月に起こ

りました。子供たちが遊んでいた、きれい

に整備された川で、兵庫県はこの川は親水

性、親しむことができるとパンフレットに

載せて自慢をしていた川です。これが裏目

に出たのです。ここで遊んでいた子供たち

が、20 分後に流されるのです。 

 10 分前に雨が降ってきました。雨が降っ

てきたので、一部の人は橋の下に避難した

のです。その時に上がっていれば助かった

のです。その 10 分後、突然水がダーと流

れてきて、そこにいたすべての人たちが流

されていったのです。たった 10 分です。

その 4 分後には川は濁流と化しています。

これについて神戸大学の藤田先生が、コン

ピュータでシミュレーションされまして、

じつは 10 秒ぐらいのスピードで水がやっ

てきたと解析されています。これは神戸と

いう地形が非常に急傾斜であると同時に、

川を三面張りでばっちり固めてしまった。

途中で水を止めるところが全くないとい

う技術的な問題もあります。逃げ場、隙間

がなかった。もっと密に横の岸辺に階段が

あったら逃げることが出来たと思います。 

ここでの教訓を整理してみますと、川に

は個性があるということ。どの川もみな違

う。後から、いろんな川の説明もあるかと

思いますが、みんな違う。金子みすずの言

葉で「みんな違って、みんないい」とあり

ますが、川はみんないい、すばらしいもの。

川は子供たちにとっては、本当にいろんな

遊びが出来る場所。小さい子は浅瀬で遊ぶ

ことが出来るし、ちょっと大きくなると下

流のところで冒険してみる。いろんな遊び

ができるし、魚を捕ることもできるし、シ

ジミを採ることもできるし、いろんな恵み

を与えてくれる。そしてまちに楽しさと景

観を良くしてくれるし、酸素を送り込んで

くれる。川はいいものなのですけど、みん

な違う。1 本 1 本の川について皆さん身近

な川をよく知らなくてはならないと思い

ます。楽しいし、しかし時には恐ろしいこ

とを知らねばならない。そのことを一緒に

子供たちと遊んで教えるのが大人の役割

だよということを、改めて教えてくれたの

が都賀川の災害ではないかと思います。 

ただ、今の大人をそんなに信用してはい

けません。今、学校の先生になっておられ

る若い人たちは、子どもの頃どうやって育

ったか。「川で遊んではいけない。良い子

は川で遊ばない。」こんな標語がまちを覆

いつくした頃の子供たちが先生になって

いるわけです。だから、今、川のことを一

緒に遊んで教える役割は、もっと上の世代、

ここにもおいでになりますが、私も含めて

じいちゃん、ばあちゃん、ここが頑張らね

ばならない。今こそ我らの出番だというふ

うに思っていただければと思います。 

もう 1 つは河川の管理で、技術的な想像

力、どういうことが起こるのかということ
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について想像する力が必要で、行政技術者

の力量の問題であります。がちがちに固め

るのがいいのではなくて、さりげなく安全

を守る、そういう創造性豊かな技術力が必

要な所以であると思います。 

【２ 災害の問題は、つねに被災者の立場

から考えるべきこと】 

災害って何だろう。災害には色々ありま

す。地震、雷、火事、親父などと言います

が、私自身も災害は嫌いと言いながら、ま

ちづくりを研究しております者としまし

ては、災害の現場はどうしても見なければ

ならない。どうやって復旧、復興したらい

いのだろう、いいまちはどうしたらつくれ

るのだろうということを研究しておりま

すので、いろんな現場を見ております。 

長崎県の雲仙普賢岳の噴火災害はすご

いものでした。地球というのはこんなもの

なのか。いきいきしているんです、地球が。

圧倒される思いがしました。また阪神淡路

大震災で、高架道路が無残にも倒れてしま

った。こういうことが起ころうとは日本の

技術者は想定していなかったというわけ

ですが、これこそモニュメントとして後世

に伝えるべきだと、私は保存を訴えたので

すが、残念ながらいち早く破壊されてしま

いました。アメリカのサンフランシスコは

残しているんですね。地震で高架道路が壊

れのをしっかりと残しております。残して

おくと、伝える時に使えるわけですが、日

本は全部なくしてしまう。これも 1 つのま

ずいやり方だという気がします。 

私自身は大学を出てすぐに大阪府技師

として大規模な土木事業でありました千

里ニュータウン開発の宅地造成の実施設

計を担当しておりました。大規模な開発な

ので、洪水対策の仕事も現場で経験しまし

た。そういう技術の専門家としての視点か

らいろいろな災害をみてまいりました。 

災害にはいろんなパターンがあります

が、全部に共通していることがあります。

一番共通しているのが災害でやられるの

は誰かということです。貧乏人です。貧乏

人がやられるのが災害。水害の場合は特に

分かりやすくて、金持ちはほとんど水害に

遭わない。初めから危険なところには住ま

ないし近づかない。どうしても住むときは、

お城のような家を築きます。危ないところ

は地価も安い。だから、やられるのは貧乏

人。貧困の問題と災害は深い関係がありま

す。 

災害にはすべてに共通した構造があり

ます。これを解明したのが佐藤武夫、奥田

穣、高橋裕さんが 1950 年代に出された名

著『災害論』であります。 

彼らは、災害には、自然の猛威などの「災

害の素因」がある、といいます。もともと

これが災害の原因であるところの、例えば

大雨が降る、地震が起こる、大風が吹くと

いったことです。そして「素因」を災害た

らしめるものを「必須要因」と名づけてい

ます。 

誰もいない無人島で大雨が降っても災

害にならない。簡単に言えばそういうこと

です。人がいるから災害が起こる。災害は

天災ではなくて全て人災である。つまり人

がいるから災害になる。こういうのを「必

須要因」と整理しています。 

問題はその災害をさらに巨大なものに

する現代社会のありようです。彼らはそれ

を「拡大要因」と名づけました。普通の災

害で終わらなくて大災害にしてしまう。例

えば、大都市には人がいっぱい集っている。

これが拡大要因なのです。もっと分散して、

それぞれが機嫌よく日本の国土の中にう

まく住みこなすことができれば、拡大要因

を小さくすることができる。 

素因である大雨、大風。これは人間の力

ではなかなか制御できない。ここ何年間の

うちに台風の進路を変えることができる

と言われているのですが、やっていいのか

という問題もある。台風の目玉の中にミサ

イルをぶち込んで、台風の目を潰してしま

えば台風は止まる。アメリカでもカトリー

ナ以降ハリケーンをつぶそうかという計

画が進んでおります。このように芽を摘む、

素因を動かすことも可能であるわけです

が、これをやると別の災害を招くかもしれ

ないし、逆に台風が来ないとまずい面もあ

るのです。 

自然の環境には、ときどき「かく乱」と

いうものが必要で、混ぜかえす「かく乱」
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がないと自然は元気にならないと言われ

ています。だから素因を動かすことは私は

諦めたほうがいいと思います。そういう自

然に逆らうようなことをしない。「素因」

を災害にする人為的な「必須要因」を減ら

す。さらに「拡大要因」を出来るだけ無く

してしまう。ここで勝負をするというのが

真の災害対策ではないかと思います。 

私の災害研究の目的は、災害を減らして

無くすことであります。災害の研究にはい

ろいろあって、研究のための研究というの

が結構あります。ここでどういうことが起

こったというのではなくて、それをどうす

れば災害を減らすことができるのかとい

うところに応用する、そういう姿勢を持っ

て研究したいと常に思っています。私の研

究の結論的な方向とは、自然の猛威を、

人々が力を合わせてしのいでいこう。猛威

を押さえ込むのは無理なので、しのいでい

こうということで、「『しのぎ』の防災シス

テム」と名づけたわけでありますが、その

ヒントはここです。 

ヒントは、ここにある！
2004.10.20 京都府舞鶴市由良川

 

みなさん覚えていますか？2004 年、5 年

前でありますけれど、由良川でバスの上に

29 人が本当によく耐えたと思います。怖か

ったと思います。よく生き延びたと。この

人たちは同窓会をつくっていると思いま

す。ところが、アメリカのハリケーン・カ

トリーナの時のミシシッピ川でまったく

同じような写真があります。（TIME 誌より）

バスの上に人間は逃げるのですね。これで

生き延びたのです。何とか生き延びればど

うにかなる。死んだらおしまい。生き延び

ることが出来れば何とかなると、ここが私

の防災論の基本です。 

【３ 災害は進化する】 

 現代と第二室戸台風災害の時代との間

には、人々の暮らしや考え方、地域の環境

などに大きい変化があります。だから、そ

の変化を見据えて対策を考える必要があ

ると思います。議論する時間が無いので問

題点だけ紹介しておきます 

①年配者の経験や記憶を大切に。ただし、

鵜呑みしてはならない。判断力をもて。 

②クルマ社会化 携帯電話、パソコンなど

の普及。 

③過疎過密の進行、市町村合併、自治体財

政の危機。 

④開発の進行、流域保水力の低下、環境や

地形の変化、危険な地域の拡大、人口の集

積。 

⑤人々の暮らしぶりの変化、災害に弱い

人々が増えた、社会の助けあい仕組みの減

衰。 

⑥災害待ちの社会構造進行、儲けのネタと

しての災害、貧困と災害の深い関係。 

⑦GPS、GIS など宇宙からの眼、世界に情報

が飛んでいく時代。 

⑧公務技術の危機、場を知らぬ技術者たち、

被災者の心情を理解し、かつ高い技術力を

備えた、暖かい心を持った技術者をどんど

ん育てなければならない、のだが・・・ 

 もっとたくさんある筈なので、みんなで

議論して、共通の認識をもつことが大切だ

と思います。 

【４ いいまちづくりが防災の基本】 

「人命か環境か」ではなく「人命も環境

も」：防災とはコンクリートでがちがちに

固めることではない。 

①「まちづくり」の視点にたち、自然の魅

力と猛威と、いかに共存するか。 

②防災まちづくりの究極の目標：守るに値 
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するいいまち「花鳥風月のまちづくり」。 

(1)まちや地域や環境をこよなく愛する

人々を増やすこと：「防災の文化化」。 

(2)ソフトとハードの巧みな組み合わせに

よる「しのぎ」の防災システム。 

『いいまちづくり

が防災の基本』（片寄

俊秀著イマジン出版

2007 年）という本を

書きまして、この本

がこちらの方々の目

に留まって今回この

場に呼んでいただい

ているわけでありま

すけれども、いいまちづくりをするのが防

災対策だよということを説いております。

防災まちづくりとは、コンクリートでガチ

ガチに固めるのではなくて、自然の猛威を

押さえ込もうという発想が間違いで、その

脅威と同時に自然の魅力といかに共存共

栄するか、防災から減災への発想の転換、

被害を限りなく減らそう、それが防災にな

るという考え方です。 

ソフトとハードと言いますが、ソフトは

仕組みであります。ハードは例えば河川を

改修するといったことも含めた物理的な

ことであります。その巧みな組み合わせで

減災を進める。何よりもわがまちをこよな

く愛する人々を増やすことであります。そ

れには愛するに値する「いいまち」をつく

る。わがまちを何とか「いいまち」にする、

わがまち、わが家族、わが知り合いを救い

たいという気持ちにならなければ、災害対

策はできない。 

私は今日淀川の下流から参りました。大

阪のほうは怯えております。淀川がもし氾

濫すると、一番深いところで 4～5ｍは浸水

する。0ｍ地帯のところの、本当に危険地

域に多くの人が住んでいます。しかもそこ

に、先程言いましたように、拡大要因、そ

の一つは地下街なのですが、地下街がどん

どんどんどん増えています。地下街だけで

はなく地下施設、地下鉄、地下の通路、地

下の商店街、ビルの地下、地下駐車場、地

下鉄がどんどん伸びております。危ないも

のがどんどん増えています。しかも今梅田

の駅の北側に北ヤード開発、ここにも大き

な地下街が出来る可能性があります。至る

所地下だらけ。それらが互いにつながって

いますが、管理者はそれぞれ異なるので、

何の連携もありません。防災訓練などした

こともないし、下手にするとパニックを引

き起こしかねません。これがいざ、川が溢

れると、とくに地震が起こると、河川堤防

が決壊します。堤防が地震で倒れると、0

ｍ以下ですから、地下に水がどんどん流れ

込んできます。地震は水害でもあるのです。

大阪はこのように「拡大要因」をどんどん

増やしている危険なまちなのです。 

 

そこで、次の世代へどうやってその危険

を伝えていくのか、後半のシンポジウムで

ぜひいろいろお知恵を出していただきた

いのですが、その 1 つに大阪にこんないい

話しがあります。 

京セラドームの傍に「安政大地震津波の

碑」があります。この石碑は安政 2 年につ

くられたわけですが、今日も生きておりま

す。この碑には何が書いてあるのかと言い

ますと、ここに津波がきたときに、皆は船

に乗って沖に逃げたわけです。沖に逃げれ

ば大丈夫だろうと船で沖に逃げたのです

ね。ところが津波は波がくるのではなくて、

潮の塊がどーんと押し寄せてくるわけで

す。船で出た人は、それに乗せられて皆陸

に叩きつけられたわけです。大勢の方が亡

くなりました。その事を反省して、津波の

ときは船で逃げてはいけません、というこ

とがこの石碑には書いてあります。この石

碑のところに、「願わくは心ある人、年々

文字読みやすきよう墨を入れたまえ」毎年、

墨をここに入れてください。そうすれば、
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毎年心新たに、津波が来た時はこうしなく

てならないんだということが再認識され

る。 

先日、そこへ行って見ましたら墨が黒々

と入っていました。さすがに、先人はすご

いものを残したなって思いました。こうい

う伝え方もあるのですね。ただ、私がこの

石碑を探しに行ったら、「そんな石碑あり

ましたか？」って近所の人に言われました

ので油断はなりませんが。こういうことを

先人はやってきたのです。 

 

そして、滋賀県民も実は頑張っておられ

ます。今年の３月でありますけれども、滋

賀県下の川づくり、防災問題、いい川をつ

くろうと活動をされている方々が 20 団体

程集ってコンクールがございました。私は

コンクールの審査員ということで参りま

した。いろんな話を伺うことができました。

滋賀県には川を愛する人がこんなにもお

られるのか、水辺が好きな人、防災を何十

年もやっておられる方の話もありました。

熱気ムンムンで、ここでコンクールをして

1 等賞を決めたわけでありますが、もめま

した。 

決まったサイズのパネルを持ってきて

発表するという募集要項があったのです

が、年配の方は大きいのをつくってこられ

たり、大きさがバラバラのをつくってこら

れたりするわけです。それも交えて審査を

したらいいと思っていましたら、会場から

「募集要項と違うものを出した人が審査

の対象となるのはおかしい」という声があ

がりました。私は、ここで 1 等賞になって

も何の賞品もないし、賞金もないからいい

のじゃないかと言ったのですが、皆、むき

になるのですね。「守ってきた、いい川を

つくってきた。１等にならなくてなるもの

か。」と。結局、ルール違反の人は発表は

するけど審査の対象にはならないという

ことに決めて、その場を収めました。その

ぐらい熱気ムンムンで滋賀県は見所があ

るなと、いろんな人が川を愛し、水辺を愛

しているなと思いました。 

 

【５ 「しのぎ」の防災システム】 

さて、最後に私の提唱する『しのぎ』の

防災システム」であります。 

ソフトとハード、いろいろと組み合わせ

る防災のシステムです。ダムをつくるとい

うのはハードな仕掛けです。私は決してす

べてのダムを否定してはおりません。ダム 
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が必要な時もあります。否定をしませんが

同時に別のいろんな仕組みがあると考え

ています。それらを全部取りまぜて、まち

づくりに一番いい方法を考えようじゃな

いか。自然の猛威に逆らうのではなくて、

上手に受け流す。「柳に風」という言葉が

ありますけれど「しのぎ」、囲碁でよくし

のぎの場面とか言いますね。一生懸命耐え

忍ぶ。このやり方で災害の対策を考えよう

ではないか。そしていいまちをつくるとい

うことに基本を置こうということであり

ます。 

近年では、国交省も方針としては、溢れ

るを前提としよう、伝統的な水防も活用し

ようという方向に来ています。私が言い出

したから国交省が変わったわけではなく

て、こういう考え方は昔から日本にはある

のですね。受け流す、柔よく剛を制すとい

う考え方であります。大事なのはその時に

ハードとして逃げる場所、これを『災害シ

ェルター』と名づけていますが、割合身近

なところに確実なものをつくっていく。こ

れをお勧めしたいと思います。 

先程、佐用町の水害で避難場所の設定の

誤りを指摘しましたが、もっといい避難場

所を、もっと身近なところに、それは行政

まかせじゃなくて、民間も一緒になってつ

くっていくということが必要だと思いま

す。水の災害は割合、ある意味楽なのです。

土石は怖い。水は高いところに行けば来な

いわけですから、ある意味では簡単です。

『災害シェルター』をつくったらどうかと

私が提案しましたら、京都市の私立の保育

園の園長さんが、自分の保育園をそうした

いということでした。ご近所の方が 700 人

位だったら３日間過ごせるというような

ものにしたいと。保育園児を預かっている

場所ですから台所があり、食糧や水や寝具

などをある程度備蓄をしておけば、階段を

伝って上って行けば水は来ない。そこで、

何とかしのげるようなものをつくりたい。 

 

私の友人である稲石勝之さんという建

築家が私の話を聞いて「これだ」と思って

各地で話を進めておられます。別に保育所

でなくてもいいのです。もっと小さい事務

所や喫茶店やコンビニでもいいのです。そ

ういうものを各地域にばらまく。今はネッ

トで結ぶことができますから、災害救助本

部とそれらをうまく結ぶことがこれから

の防災のシステムで一番有効ではないか

と思います。それがソフトとハードをない

まぜにしたうまい方法の１つであろうと

考えています。 

滋賀県が全国に先駆けて「流域治水」と

いう考え方を行政施策に取り入れられた

ことに心からの敬意を表したいと思いま

す。このことに関連して気仙沼の畠山さん

という「岩がき」の養殖業をやっておられ

る方がつくられた「森は海の恋人」という

いい言葉があります。私はこれに「川は楽

しいデートコース」と加えました。川はそ

の部分だけではいけない。上流、中流、下

流全部ひっくるめて考えなくてはならな

いのです。 
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現在の川は、上流では松枯れをしていま

すし、植林をした人工林のところは地面が

カチカチで、これが災害の大きな原因にな

っています。この間伐材もうまく使ってま

ちづくりに活用する方法を考えなくては

なりません。下草刈りも大事です。多くの

流域にはゴルフ場が出来てしまっている

ので、これをどうするか、これも大事な問

題であります。ゴルフ場というのは、山を

剥いでおり、洪水の流出原因になっていま

す。 

農地のほうも安心できません。土地改良

で三面張りの水路が随分増えました。だか

ら水が下流にどんどん走っていく構造に

なっております。昔の川はちょろちょろと

流れていました。それを直線化した。直線

化すると何が便利かといいますと、大量の

水を狭い面積で流すことが出来るので、他

の土地を有効利用することができる。私が

ニュータウンの開発を現場でやっていた

時の原則はそれでした。だからニュータウ

ンをつくりますと、河川は全部直線になり

ます。直線で急勾配でつるつるにしますと、

細い川、水路でも大量の水を流すことが出

来ます。 

しかし、そのしわ寄せがすべて下流にい

くわけです。下流がえらい目に遭います、

というのがこれまでの開発の姿勢であり

ました。じつは私は千里ニュータウンの開

発の時にこういう河川をつくっていた技

術者の一人です。私が死ぬまでにはこの川

を何とか自然に戻したい。これを人生最後

のマニフェストに掲げたのですが、どうや

ったらいいのか、まだ分かりません。三面

張りの川を自然に戻すという実験が横浜

で始まりまして、今、各地で行われていま

す。スイスやドイツではすでに多くの実施

事例がありますから、これは出来るのです。

何とか実現したいと思います。 
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そういうわけで、現在の日本の河川では、

下流に一気に水が出るような構造ができ

あがっています。だから上流に治水のため

のダムをつろうという計画が出てくるわ

けですが、そのためにたとえば兵庫県の武

庫川の例のように、たくさんのハイカーが

行くいい場所が、渓流が潰されてしまう。

こういうことをいうと、すぐ「遊びと人命

とどちらが大切なのか」と批判されるので

すが、このレクレーションの場の重要性を

軽く見てはいけません。レクレーションこ

そが人を「Re Create」 再び元気にする

のです。現代社会においては、人を元気に

するレクレーションの場は非常に重要で

ありますし、これだけの大自然をつくろう

と思ってもつくることはできません。 

もちろん人命を守ることは第一位に大

切ですが、それをダムで守れるかというと、

決してそうではありません。ダムには限界

があって、想定をこえる流量がきたときに

はむしろ危険な存在になることを知らね

ばなりません。だからダムに変わる総合治

水の考え方が必要なのです。 

［６ 「防災」から「転禍為福」（禍ひ

を転じて福と為す）へ］ 

究極は『花鳥風月まちづくり』を目標と

したいと私は提唱しています。 

「花」は、花いっぱで華やかで住んで楽

しいまち。その基本は商店街の再生です。

いま全国どこでも商店街がダメなのです

が、いざというときには商店街が防災の拠

点として大いに活躍できるのです。例えば

災害が起こりますと救援物資が来ます。救

援物資を倉庫に山積みにして眠らせて腐

らせてしまったり、どう配布していいのか

分からない。こういう時に商店街に持ち込

むのです。商店街にはそれぞれのプロがお

りますから、そこで商店街の人に物資をさ

ばいてもらう。 

災害が発生すると、行政がただちにお金

に代わる地域通貨を発行して、それを被災

者に配って商店街で買ってもらう。地域通

貨は後でお金に換わるわけですから、商店

街の人も損をしない。問題は、災害が発生

したときに各地から送られてくる救援物

資の中には、不要な物もたくさん集ってく

るのです。必要のない年寄りのおむつだっ

たり、誰も着ない古着だったり。需要と供

給との関係がうまくいかないのです。そう

いう時に物のさばき方を心得ている商店

街が防災の拠点になります。そのために普

段から商店街を元気にすることが必要な

のだと思います。 

「鳥」は、鳥や魚やあらゆる自然ととも

に生きよう。自然復元といったことも大事

ですよ。 

「風」は、これが大事なのです。風土を

大切にしよう、防災安全、そして風流なま

ちをつくろうということ。さらに風土と

Food をかけまして、おいしい物が食べられ

るまち。 

「月」は、月を愛でいいまちだなとゆっ

たりとした気持ちでそのまちで生きてい

く。こういう『花鳥風月のまちづくり』こ

そがほんとうの意味での防災まちづくり

ではないかと考えています。 

昔あったこんな水辺も復活させたいも

のだなと思います。これは猪名川という兵

庫県にある川です。日本は昔はこんな川ば

っかりだったのですね。 
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昭和 27 年、私が子どもの頃はこんな風

景でした。「ふんどし」をしています。「ふ

んどし」という言葉は若い人は知らないと

思いますが、この間古橋さんが久しぶりに

言ってくれました。「今の高速水着なんて

なんだ！わしららはふんどしで泳いでい

たんだ。」拍手喝采しましたね。夏は真っ

黒に日焼けして夏休み終わったら黒さを

競った。くろんぼ大会がありましたけど、

こういったことが子供たちに川の楽しさ

と同時に川の危険も教えてきたのです。 

それを次代に伝えていく方法がありま

す。川が少しでもきれいになりますと、掃

除をした、きれいになったということで子

供が来ます。子供たちは川が好きなのです

よね。でもごみが拾っても拾ってもありま

す。川づくりの基本はゴミ拾いからです。

川をきれいにしないで、そこから何も出来

ません。皆さんもこれからは防災を語る前

に、皆で川掃除をしよう。そこから始めて

いただくと有効だと思います。もともと

「良い子は川で遊びたい」のです。 

最後に日本庭園の技術でありますけれど

も、日本庭園の技術というのはすごいもの

がありまして、私はまちづくりをやってお

ります時に、造園の技術者と一緒に仕事を

しました。私は建築系の土木技術者ですが、

建築とか土木とかの物づくりの人はつく

ったら「出来た、完成だ」と思うのですが、

造園の人は違うんです。造園の人はだいた

い 15 年から 20 年先に完成することを考え

て若い木を植えて、初期投資は 1 ぐらいで、

後の 9 ぐらいに力を入れて手入れして、じ

っくりと育てて完成する。15 年、20 年後

が完成だということで最初の設計をする

と聞きました。それを聞いてから、私は日

本の造園の技術というものを尊敬するよ

うになりまして、そうやって育てるんだな

と。私がつい維持管理という言葉を使いま

したら怒られました。「片寄さん、庭とい

うものは育てるものなのです。」これと一

緒で、まちもじわじわ育てていく、一気に

変えるのではなくじわじわ育てて、よくし

ていく。そういうマスタープランをつくっ

ていくということが、防災まちづくりの基

本だろうと思います。 

 

【７ おわりに】 

最後にいい言葉をお伝えします。「人に

逆らっても自然には逆らうな。」知事さん

もダムの問題、新幹線の問題等でいろいろ

逆らっておられる。それはいいんです。人

に逆らってもいいのです。自然に逆らって

はいけないよ。ここがポイントであります。

これは志賀高原で、色々な大規模開発で自

然破壊が進むのに対して、たった一人で頑

張って抵抗された山本教雄という人の言

葉です。こっそり開発しようとしたら、ど

こからか山本さんが山のなかから現れて

怒鳴ってストップをかけられたそうです。

その方の遺言です。この言葉を皆様が心に

とどめてくださるよう祈念して話を終わ

ります。ご清聴ありがとうございました。 


